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１．はじめに
　協会では、学生の就業体験の機会
を提供するインターンシップを毎年
実施してきました。今年度も８月に
実施いたしましたので、ご紹介しま
す。

２．参加学校、参加者
　協会ホームページや各大学のイン
ターンシップ課等を通して積極的に
告知・募集を行いました。その結果、
　東日本エリア：15学校　　31名
　西日本エリア：９学校　　18名
　　（合計　　24学校　　　49名）
の学生に参加いただきました（表）。
特に東日本エリアに関しては、
　・法政大学
　・東洋大学

等、６校から新たに参加していただ
きました。
　また、今回から「連携形態」を本
格化させました。「連携形態」とは
図に示したように、募集からコー
ディネート、学校への報告まで会員
会社が主体的にインターンシップを
実施し、集合研修の部分を協会で実
施するものです。
　会員各社で主体的にインターン
シップを実施したいという要望にお
応えしたもので、昨年度試行実施を

開始し、８名の参加であったもの
が、本年度は14名となり、今後も
増えていくものと想定しています。
　また、協会が募集からコーディ
ネート、学校への報告等を実施する
従来形態の参加者も、昨年度29名
から35名と増加しており、近年、
インターシップが全体で活況を呈し
ている状況をそのまま反映する形と
なりました。

３．実施内容
　インターンシップでは、以下の集
合研修と各会員会社で実施する業務
体験を各々１週間ずつ、計２週間に
わたり実施しました。
⑴　集合研修
時期： ８月17日（月）～８月21日

（金）の５日間
場所： ITEA　東日本研修センタ、

西日本研修センタ
内容： 通信の基礎技術、光ファイバ

接続体験、設備見学等、基礎
的な知識を習得するための座
学・実習

⑵　会員各社での業務体験
時期： ８月24日（月）～８月28日

（金）の５日間
場所：会員各社
内容： 実務実習や業務同行による業

務体験等による実際の仕事や
基礎的業務内容のスキル習得
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表　参加学校と参加学生

東日本
H27

従来 連携

職業能力開発総合大学校 ３

工学院大学 ３

日本大学 ２ ２

中央大学 ２

東京電機大学 ２

東海大学 ２

北海道職業能力開発大学校 １

千葉職業能力開発短期大学校 ３

関東職業能力開発大学校 １

芝浦工業大学 １

千葉工業大学 ２

法政大学 ２

東洋大学 ２

秋田工業高等専門学校 ２

阿南工業高等専門学校 １

合計（15校）
18 13

31

西日本
H27

従来 連携

大阪工業大学 １ １

近畿大学 １

大阪電気通信大学 ４

近畿職業能力開発大学校 １

日本理工情報専門学校 ４

近畿コンピュータ電子専門
学校

２

大阪産業大学 ２

神戸工業高等専門学校 １

津山工業高等専門学校 １

合計（９校）
17 １

18
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カリキュラムを組んでいただきまし
た。
　朝礼に参加したり、直接実務に立
ち会うというリアルな体験ができる
ことにより、参加した学生も真剣な
表情で取り組む姿が多数見受けられ
ました（写真３・４）。

６．アンケート結果
　今回参加した学生からのアンケー
トの結果としては、
・現場を見学することで現場の仕事

内容や作業環境について知ること
ができた。

・インターンシップを通して会社で
働くのに必要な資質を知ることが
できた。

・学校の専門以外である通信建設分
野を勉強できて有意義であった。

・現場での実習、見学は社員の方と

の対話や質疑応答の機会が多く、
とても充実した有意義な機会だっ
た。

・予想以上に現場見学等の機会を与
えていただき有意義だった。

・自分の知らない世界を見られると
いうことは大変面白く好奇心をか
きたてられた。

等の好感をもったご意見をたくさん
いただきました。

７．おわりに
　平成27年度につきましても、会
員会社との連携により有意義なイン
ターンシップが実施できました。今
後も、参加者に一層喜んでいただけ
るインターンシップになるよう取り
組んでいきたいと考えています。引
き続き会員会社の皆様のご協力をお
願いいたします。

４．集合研修
　集合研修では、所内・所外の基礎
的な知識を学んだあと、光ファイバ
接続、CCPのメタル接続、ルータ
設定、宅内配線、高所作業体験、地
下設備体験、安全に関する実習等、
通信建設工事を実施する上に必要な
基礎的な工事体験をふんだんに取り
込み、基礎的なスキルを体得できる
ようにしました。この経験が、この
あと実施する会員会社での業務体験
を実施する上で最低限しておいて欲
しい内容を盛り込んだものとしてい
ます（写真１・２）。

５．業務体験
　会員会社での業務体験について
は、所内・所外の実際の業務に同行
したり、各社の研修施設を用いたよ
り実践に近い業務を体験できるよう

写真1　集合研修（東日本研修センタ） 写真3　業務体験（東日本エリア）

写真2　集合研修（西日本研修センタ） 写真4　業務体験（西日本エリア）


